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広報せとうち（ ）

（
林
業
の
振
興
）

林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
域
の
87

％
を
林
野
が
占
め
る
本
町
に
と
っ
て

は
、
森
林
の
有
す
る
水
源
の
涵
養
、
自

然
環
境
の
保
全
、
林
産
物
供
給
等
の
多

様
な
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
ま
た
、

広
範
囲
な
行
政
区
域
の
中
、
集
落
が
点

在
し
地
域
の
生
活
道
路
及
び
災
害
緊
急

時
の
迂
回
路
と
し
て
も
、
町
道
と
と
も

に
本
町
の
道
路
交
通
網
を
形
成
す
る
上

で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
早
期

に
整
備
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
県
代

行
事
業
及
び
奄
振
事
業
に
よ
る
改
築
・

開
設
・
舗
装
事
業
の
整
備
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
営
委
託
事
業
等
の
各
種
事
業
に
よ
る

駆
除
を
実
施
し
、
大
島
本
島
で
の
被
害

。

、

拡
大
防
止
を
図
っ
て
参
り
ま
す

ま
た

町
内
の
保
全
す
べ
き
松
に
薬
剤
注
入
を

施
し
、
松
く
い
虫
被
害
の
予
防
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
被
害
が
深
刻
で
あ

る
加
計
呂
麻
島
等
の
地
域
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
事
業
を
導
入
し
、
交
通
等

に
支
障
を
来
た
す
被
害
木
等
の
伐
倒
・

処
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
育
成
天
然
林
施
業
・

公
有
林
整
備
並
び
に
特
用
林
産
物
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

（
水
産
業
の
振
興
）

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
長
引

く
魚
価
の
低
迷
、
燃
油
の
高
騰
ま
た
は

漁
業
用
副
資
材
等
の
高
騰
に
よ
り
、
水

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
例
年
よ
り
厳

し
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
漁
協
を

中
心
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
「
獲
る
漁

業
」
か
ら
「
資
源
管
理
型
漁
業

「
つ

」

く
り
育
て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
並
び
に

水
産
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
よ
り

生
産
性
の
高
い
安
定
し
た
水
産
業
の
振

興
策
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
も
離
島
漁
業
再
生
支
援
推
進

交
付
金
を
利
用
し
て
、
漁
場
の
生
産
力

の
向
上
、
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
漁
業

の
再
生
、
良
好
な
海
域
環
境
の
保
全
や

密
漁
の
取
締
等
の
多
面
的
機
能
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。
昨
年

月
に
離
島
漁
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業
再
生
支
援
推
進
交
付
金
事
業
で
「
せ

と
う
ち
海
の
駅
」
に
導
入
し
た

「
急

、

速
冷
凍
庫
マ
イ
ナ
ス

℃
」
を
利
用
し

60

て
、
マ
グ
ロ
等
の
切
り
身
用
ブ
ロ
ッ
ク

販
売
が
可
能
と
な
り
、
地
元
に
お
け
る

マ
グ
ロ
の
需
要
と
供
給
体
制
が
整
っ
て

。

「

」

参
り
ま
し
た

今
後
は

奄
美
マ
グ
ロ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
と
共
に
、

未
利
用
水
産
資
源
の
加
工
品
開
発
に
向

け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
県
の
藻
場
造
成
事
業
と
連
携

を
図
り
、
本
年
度
も
引
き
続
き
貝
殻
魚

礁
の
他
海
域
へ
の
展
開
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ

等
被
害
に
よ
る
サ
ン
ゴ
群
の
減
少
に
よ

る
コ
ウ
イ
カ
産
卵
床
の
設
置
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
。
サ
ン
ゴ
の
保
全
対
策
と

し
て
昨
年
同
様
、
重
点
保
護
海
域
の
オ

ニ
ヒ
ト
デ
等
の
駆
除
を
通
年
で
行
い
、

サ
ン
ゴ
の
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

を
実
施
し
て
、
海
の
環
境
保
護
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

県
管
理
の
古
仁
屋
漁
港
に
つ
い
て

は
、
古
仁
屋
漁
港
活
性
化
計
画
（
コ
ニ

ヤ

プ
ラ
ン
）
の
一
環
と
し
て
進
め
て

21
参
り
ま
し
た
大
湊
地
区
の
「
観
光
・
物

流
ゾ
ー
ン
」
が
完
成
し
、
町
営
船
・
観

光
船
・
海
上
タ
ク
シ
ー
等
の
旅
客
機
能

が
集
約
さ
れ
、
利
便
性
が
向
上
し
、
安

全
で
安
心
な
漁
港
が
整
備
さ
れ
る
と
共

に
、
新
埠
頭
に
は
大
型
観
光
船
の
接
岸

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は

「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」
と
も
連
動
し
な

が
ら
、
水
産
業
の
振
興
と
物
流
・
観
光

・
情
報
の
拠
点
基
地
と
し
て
、
全
国
に

発
信
し
、
水
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
県
が
実
施
し
て
お

り
ま
す
船
津
地
区
の
「
水
産
・
貨
物
ゾ

ー
ン
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
整
備
促

進
を
図
る
と
共
に
、
町
が
平
成

年
度
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か
ら
「
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
」
で
進

め
て
き
た
「
久
慈
漁
港
」
の
施
設
に
つ

い
て
も
、
今
年
度
完
成
を
目
標
に
整
備

促
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
商
工
業
の
振
興
）

本
年
は
新
商
工
会
館
が
落
成
し
、
こ

「

」

れ
を
機
に
本
町
の

み
な
と
町
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
商
店
街
組

織
の
強
化
と
活
性
化
を
図
り
、
楽
し
く

「

」

買
い
物
が
で
き
る

み
な
と
町
商
店
街

。

、

の
形
成
を
促
進
し
て
参
り
ま
す

ま
た

「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」
を
地
域
の
情
報

発
信
の
場
と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
じ
て
、
館
内
集
客
力
を
高
め
、
地

域
の
交
流
人
口
の
増
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
販
売
が
自
由
に
行
わ

れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
商
店
街
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
商
品
販
売
の
研
修
等
を
実
施

す
る
な
ど
、
新
商
工
会
館
を
拠
点
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進

に
つ
い
て
も
更
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
島
紬
や
黒
糖
焼
酎
、
き

び
酢
等
を
は
じ
め
、
地
域
の
農
林
水
産

物
を
活
用
し
た
商
品
づ
く
り
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
観
光
産
業
と
連
携
し
た。

地
場
産
業
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す

（
観
光
の
振
興
）

観
光
に
つ
い
て
は

「
持
続
性
の
あ

、

る
観
光
」
と
「
体
験
型
・
滞
在
型
」
観

光
を
促
進
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す

「
持

。

」

、

、

続
性
の
あ
る
観
光

に
は

来
訪
者
が

ま
た
来
た
く
な
る
よ
う
な
場
と
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」
の

、

活
用
の
中
で
地
域
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
提
供
し
、
地
域
の
集
客
、
交
流
人

。

、

口
の
増
を
図
っ
て
参
り
ま
す

本
町
は

加
計
呂
麻
島
・
請
島
・
与
路
島
の
離
島

及
び
大
島
海
峡
等
、
変
化
に
富
ん
だ
豊

か
な
自
然
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
歴
史
や

文
化
等
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
価
値
あ
る
自
然
を
活

か
し
た
、
滞
在
型
・
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

（
海
洋
療
法
）
等
、
体
験
型
観
光
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

観
光
の
振
興
は
、
幅
広
い
地
場
産
業

（
農
林
水
産
業
等
）
の
活
性
化
や
地
域

振
興
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
最

大
限
に
有
効
活
用
し
、
観
光
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
共
に
、
全
国
的
に

知
名
度
も
出
て
参
り
ま
し
た
「
せ
と
う

ち
海
の
駅
」
を
受
皿
と
し
て
、
大
型
ク

ル
ー
ズ
旅
客
船
の
誘
致
を
積
極
的
に
行

い
つ
つ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

観
光
集
客
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
や

本
町
を
応
援
し
て
下
さ
る
各
界
の
方
々

ブランド化が期待されるクロマグロ

平
成

年
度
施
政
方
針
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ジ
ャ
マ
イ
カ
風
の
空
気
と
匂
い

何
度
か
足
を
運
び

「
思
い
入
れ
」

、

が
あ
っ
て
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
パ
タ
ー
ン

と
違
っ
て
、
私
の
場
合
は

「
田
舎
暮

、

ら
し
」
の
本
を
開
い
た
と
き
に
、
最

初
に
目
に
映
っ
た
「
奄
美
」

に
、
白
紙
の
ま
ま
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
瀬
戸
内
を
見

、

、

た
と
き
に

市
街
地
も
あ
り

集
落
や
自
然
に
も
短
時
間
で

シ

マ

移
動
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

環
境
が
気
に
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
こ
に
漂
う
空
気
と

匂
い
、
レ
ゲ
エ
の
よ
う
に
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
る

三
味
線
の
音
、
人
が
集
い
語

ら
う
海
辺
、
午
後
の
情
景
・

・
・
そ
の
全
て
が
新
婚
旅
行

で
訪
れ
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
を

彷

彿
さ
せ
た
こ
と
も
、
移
住

ほ
う
ふ
つ

の
決
意
を
促
し
ま
し
た
。

伝
え
た
い
！
「
い
な
か
」
に
あ
る
日
本

の
原
点

住
ん
で
み
て
感
じ
る
の
は
、
自
分

の
時
間
と
空
間
、
そ
し
て
人
間
関
係

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
て
る
居
心
地
の
い

い
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

数
値
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
バ
ラ

ン
ス
を
欠
い
て
、
仕
事
一
辺
倒
に
働

く
生
活
ス
タ
イ
ル
が
都
会
で
は
当
た

り
前
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
超
越
し
た

公
私

文
化
が
シ
マ
に
は
あ
り
ま
す
。

、
、

（
仕
事
と
遊
び
や
余
暇
）
の
境
界
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
い
意
味
で
あ
い
ま
い
で
、
そ
れ
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
そ
ん

相
互
に
好
影
響
を
与
え
あ
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
奄
美
・
瀬
戸
内
の
「
力
」
を
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
違
う
文

化
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
同

時
に
ま
ち
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
原
点
で
も
あ
る
「
い
な
か
」

を

「
故
郷
（
い
な
か

」
の
な
い
都

、

）

会
の
人
た
ち
に
届
け
た
い
、
そ
ん
な

思
い
か
ら
「
奄
南
（
ア
イ
ラ
ン
ド
テ

ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会

」
や
「
き
ゅ
ら

）

島
観
光
受
入
協
議
会
」
の
活
動
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

勇
気
を
持
っ
て
「
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
Ｉ
タ

ア
イ

ー
ン
」
か
ら

瀬
戸
内

も
う
一
つ
感
じ
る
の
は
、

、
、
、

町
は
「
日
本
の
縮
図
」
み
た
い
な
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ち
（
日

の、本
）
の
情
報
は
古
仁
屋
（
東
京
）
に

集
ま
り
、
そ
の
周
辺
に
は
海
・
山
・

里
が
あ
っ
て
一
つ
の
世
界
を
形
成
す

る
集
落
（
地
方
都
市
）
が
点
在
し
、

そ
の
先
に
離
島
で
あ
る
加
計
呂
麻
島

。

・
与
路
島･

請
島
が
広
が
っ
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
私
が
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
勧
め

て
い
る
の
は
、
ま
ず
情
報
の
集
ま
る

中
核
地
（
市
街
地
）
に
し
ば
ら
く
住

み
、
ま
ち
の
し
く
み
や
習
慣
に
慣
れ

る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
後
に

集
落
（
田
舎
）
に
移
る
と
い
う
「
ワ

シ

マ

ン
ス
テ
ッ
プ
Ｉ
タ
ー
ン
」
で
す
。
企

業
戦
士
の
よ
う
に
働
い
て
き
た
人
た

ち
が
、
い
き
な
り
習
慣
の
異
な
る
集

落
に
住
む
前
に
、
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン

お
く
こ
と
で
、
円
滑
に
田
舎
暮
ら
し

に
移
行
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
環
境
を
変
え
る

決
意
で
来
る
の
で
す
か
ら
、
あ
ま
り

細
か
い
条
件
を
求
め
ず
に
、
勇
気
を

島
の
時
間
と
空

持
っ
て
飛
び
込
み
、

、
、
、
、
、
、

間
に
身
を
任
せ
て
、
出
会
い
を
楽
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

み
に
生
活
す
る
と
い
う
、
心
の
余
裕

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
思
い
ま
す
。
あ

が
あ
っ
た
ら
い
い

、
、
、
、
、
、
、

く
せ
く
情
報
を
求
め
な
く
て
も
、
面

白
そ
う
な
と
こ
ろ
に
は
顔
を
出
し
集

落
の
人
た
ち
と
交
流
し
た
り
、
地
元

新
聞
を
眺
め
た
り
す
る
だ
け
で
も
楽

し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
私
も
、
見

栄
を
張
ら
ず
に
ゆ
っ
た
り
と
自
然
体

で
生
活
す
る
中
で
、
必
要
な
人
と
出

会
い
、
情
報
を
得
た
り
紹
介
を
通
し

て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
し
く
み
や
生
活
習
慣
も
「
世

界
遺
産
」
級

琉
球
を
含
め
た
奄
美
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
の
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、

世
界
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め

に
は
環
境
整
備
な
ど
、
や
る
べ
き
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ま、

ち
の
し
く
み
や
生
活
習
慣
そ
の
も
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
も
、
文
化
遺
産
的
な
価
値
が
あ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。「

」

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

自
然

一
本
で
は
な
く
、
そ
れ
に
独
自
の
付

加
価
値
を
つ
け
た
企
画
・
宣
伝
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。

奄
美
の
歴
史
に
は
困
難
な
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
境
遇
に
あ

っ
て
も
、
集
落
の
運
営
か
ら
文
化
、

習
慣
に
至
る
ま
で
、
世
代
を
超
え
て

「
伝
承
」
し
て
き
ま
し
た
。
世
代
間

の
断
絶
が
叫
ば
れ
る
現
代
に
あ
っ
て
、

そ
の
「
伝
承
力
」
こ
そ
が
奄
美
の
強

劇
的
な
変
化
よ

み
だ
と
思
い
ま
す
。

、
、
、
、
、
、

り
も
、
ま
ず
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

へ
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
確

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
す
ね
。

実
に
伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
地
域
を
ラ
イ
バ
ル
に
想
定
し
、

互
い
に
振
興
を
図
る
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
合
併
を
し

な
い
選
択
を
し
た
瀬
戸
内
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
、
伝
統
か
ら
派
生
す
る

島

人
の
心
を
表
現
で
き
る
よ
う
な

シ
マ
ン
チ
ュ

「
ま
ち
」
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
理
想
像
を
逆
に
提
示

し
、
受
入
れ
を
絞
り
込
ん
だ
り

「
パ

、

ナ
ウ
ル
王
国
」
で
は
な
い
け
れ
ど
、

独
自
に
パ
ロ
デ
ィ
ー
・
タ
ウ
ン
宣
言

し
て
情
報
発
信
す
る
、
み
た
い
な
の

も
面
白
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）

【プロフィール】

南澤良幸さん。 年2001

東京から ターン。古仁I

屋市街地で数年間生活し

た後に嘉鉄に移住する

「ワンステップＩターン」

を経験。奄美の心地よい

時間・空間・人間関係を

広げ伝えたいとの思いか

ら「アイランドテラピー

推進協議会『奄 南 」や』
あまなん

「きゅら島観光受入協議

会」の活動にも携わる。

自分の「時間」と「空間」と「人間関係」
～そのバランスを保てる心地よい環境がここにある～

歴
史
を
貫
く
「
伝
承
力
」
こ
そ
奄
美
の
強
み

〜
伝
統
か
ら
派
生
す
る
島

人
の
心
を
表
現
す
る
面
白
い
「
ま
ち
」
を
〜

シ
マ
ン
チ
ュ

輝
け
！

Ｕ
Ｉ
ラ
イ
フ

ふるさと回帰フェアで移住希望

者にアドバイスする南澤さん

ツアーガイドの仲間たちと（最後列右から

２番目が南澤さん）
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平
成

年
４
月
か
ら
、
免
許
更

20

新
事
務
等
の
受
付
時
間
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

【
変
更
前
】

午
前
８
時

分
〜
午
後
５
時

分

30

15

（

）

休
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

【
変
更
後
】

午
前
８
時

分
〜
午
後
０
時

分

30

30

（

）

休
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

◎
変
更
と
な
る
運
転
免
許
事
務

更
新
（
失
効
含
む
）
事
務
、
記
載

事
項
変
更
事
務
、
再
交
付
事
務
、
免

許
証
返
納
事
務
、
原
付
講
習
関
係
事

務
等

○
な
お
、
車
庫

調
査
業
務
、
道

路
使
用
許
可
業

務
は
従
来
ど
お

り
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

瀬
戸
内
警
察
署

窓
口
担
当
係

℡(

７
２)

０
１
１
０

運
転
免
許
事
務
受
付
時
間
の

変
更
に
つ
い
て

平成 年度 銃砲刀剣類登録審査について20
鹿児島県教育委員会では、平成 年度銃砲刀剣20

類登録審査を実施します。

【審査日】３月を除く奇数月の第２火曜日（年５回 。）

第１回 平成20年５月13日（火）

第２回 〃 ７月 ８日（火）

第３回 〃 ９月 ９日（火）

第４回 〃 11月11日（火）

第５回 平成21年１月13日（火）

【会場】鹿児島県青少年会館 ３階 洋会議室

1-8 099 257 8226（鹿児島市鴨池新町 ）電話 ( )

【時間】１０時～１５時

【必要書類等】

①登録しようとする銃砲刀剣類

②発見届けをしたとき、警察署から交付された

ア「刀剣類発見届出済証」

イ「刀剣類登録通知書」

③登録申請手数料 １件につき 円6,300

④委任状（代理人の場合のみ）

【問い合わせ先】鹿児島県教育庁文化財課

０９９（２８６）５３５５

◆◆ 国家公務員中途採用者選考試験

（再チャレンジ試験）日程等 ◆◆

人事院及び各府省では、 歳代の人を対象とした国家公務30

（ ） 。員中途採用者選考試験 再チャレンジ試験 を実施します

昭和43.4.2～昭和54.4.1生まれの者【 受 験 資 格 】

６月２４日（火）～７月１日（火）【 受付予定期間 】

９月７日（日）【 選 考 過 程 】

◎受験案内等の請求方法

返信用封筒（角形２号、140円分の切手貼付、あて先及び

「再チャレンジ試験」明記）を同封した封筒に 「再チャレ、

ンジ試験」と朱書きし、下記へ送付してください。

【 人事院九州事務局第二課試験係問い合わせ先】

〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－１１－１

℡ ０９２－４３１－７７３３

URL http://www.jinji.go.jp/FAX092-475-0565

～九州運輸局からのお知らせとお願い～

。◎ライフジャケットの着用が義務づけられます

平成 年４月１日より、航行中の小型漁船（漁船登録20

をしている船舶であって、総トン数 トン未満の漁船）20

に一人で乗船して、漁ろうに従事する場合は、ライフジャ

ケットの着用が義務化されます。違反した場合は、６ヶ月

以内の免許停止等の処分の対象となります。漁ろうの種類

に応じた適切なライフジャケットを選び、安全を確保し、

「自らの安全は自ら守られる」ようお願いします。

099-222-5660【 】問い合わせ先 鹿児島運輸支局船員担当 ℡

」「山羊の放し飼い防止等に関する条例

～～平成２０年６月１日から施行

現在、野生化した山羊（ノヤギ）の食害により、土砂崩れ

や灯台施設の一部崩落などが発生し、住民生活だけでなく、

奄美固有の希少動植物への影響が懸念されています。このよ

うなことから、山羊の放し飼いを防止するとともに、環境衛

生の向上並びに自然環境及び生態系の保全を図ることを目的

に 「瀬戸内町山羊の放し飼い防止等に関する条例」が制定さ、

れ、６月１日から施行されることになりました。

この条例では 【飼い主の責務】として、

①飼い山羊の飼養にあたっては、小屋、柵等で囲まれた場所

で飼養しなければならない

②飼い主の管理下を離れた放し飼いを行ってはならない

③飼い山羊が逃走するおそれのある場合は、係留する等、逃

走防止の措置を講じなければならない

、 、④飼い主は 飼い山羊が自己の所有に係るものであることを

首輪等により明示しなければならない

⑤飼い山羊の飼養場所は、常に清潔に保持し、悪臭、衛生害

虫等の発生防止に努めなければならない

。 、 、 、と定められていまます また町は 必要に応じて調査 指導

勧告等も行うことができると定められています。家畜である

山羊の適正な飼養とノヤギの影響防止に努めましょう。

【問い合わせ先】町役場農林課 ℡７２－１１７４

広報紙にカラー広告掲載できます！

「 」 。広報せとうち に一般営業広告を掲載できます

平成 年度からカラー広告も掲載可能となりま20
した。 事業者の皆様、是割引制度もあります。

詳しくは、役場企画課（７２非ご利用ください。

－１１１２）まで問い合わせください。
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鹿
児
島
地
方
法
務
局
名
瀬
支
局

で
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
登
記

に
関
す
る
手
続
き
、
疑
問
等
に
お

答
え
す
る
た
め
、
平
成

年
度
、

20

次
の
日
程
で
登
記
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
開
設
日
】

●
５
月

日
（
木
）

15

●
８
月

日
（
水
）

13

●

月

日
（
水
）

11

12

●
２
月

日
（
木
）

12

【
時
間
】
い
ず
れ
も

時
〜
午
後
３
時

午
前
10

【
会
場
】

社
会
福
祉
協
議
会
２
階

（
旧
法
務
局
２
階
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
財
産
管
理
課

（
７
２
）
１
１
９
６

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の

確
認
は
お
済
み
で
す
か
？

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給

者
・
被
保
険
者
の
方
に
ご
自
身
の

年
金
加
入
記
録
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
に

「
ね
ん
き
ん
特
別

、

便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す

「
ね

。

ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
き
ま
し
た

ら
、
年
金
加
入
期
間
・
加
入
履
歴

を
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①

「
ね
ん
き
ん

被
保
険
者
の
方
で

特
別
便
」
の
記
録
に
訂
正
が
な

い
場
合
は

確
認
ハ
ガ
キ
の

訂

、

「

正
が
な
い
」
を
○
で
囲
み
、
氏

名
等
を
ご
記
入
の
う
え
、
確
認

ハ
ガ
キ
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
切
手
は
不
要
で
す

）
。

②

「
ね
ん
き
ん

被
保
険
者
の
方
で

特
別
便
」
の
記
録
に
訂
正
が
あ

る
場
合
は
、
確
認
ハ
ガ
キ
を
切

り
取
ら
ず

「
訂
正
が
あ
る
」

、

を
○
で
囲
み
、
記
入
例
を
参
考

に
年
金
加
入
照
会
票
を
ご
記
入

の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い

（
切
手

。

は
不
要
で
す

）
。

③

「
ね
ん
き

年
金
受
給
者
の
方
で

ん
特
別
便
」
の
記
録
に
訂
正
が

な
い
場
合
は
、
確
認
ハ
ガ
キ
の

「

」

、

訂
正
が
な
い

を
○
で
囲
み

氏
名
等
を
ご
記
入
の
う
え
、
確

認
ハ
ガ
キ
を
社
会
保
険
業
務
セ

。

ン
タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い

（
切
手
は
不
要
で
す

）
。

④

「
ね
ん
き

年
金
受
給
者
の
方
で

ん
特
別
便
」
の
記
録
に
訂
正
が

あ
る
場
合
は
、
記
入
例
を
参
考

に
年
金
加
入
記
録
照
会
票
を
ご

記
入
の
う
え
、
年
金
証
書
を
添

え
て
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
で
お
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す｡

◎
ご
質
問･

お
問
い
合
わ
せ
先

『
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』

０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

℡奄
美
大
島
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
４
１

総合型地域スポーツクラブ

会員募集！せとうち満天クラブ
「総合地域型スポーツクラブ」とは、地域が主体と

なって子どもからお年寄りまで、誰もが気軽にスポ

ーツ活動や健康づくりができる、多種目・多世代型

のスポーツクラブです。本町でも 「ＳＳＣせとうち、

満天クラブ」が４月に設立され、現在会員を募集し

ています。

これからスポーツを始めようと考えている方、家

族や仲間たちと気軽にスポーツを楽しみませんか。

【募集中のプログラム】

グランドゴルフ、さわやかウォーキング、いきい

き健康教室、エアロビクス教室、ピンポン教室、ソ

フトボールサークル、ソフトバレーサークル、スポ

ーツキッズ

（年会費：大人 円、子ども 円）1,000 500
【問い合わせ先】町教育委員会 社会教育課内

SSC TEL 72-0113せとうち満天クラブ事務局

～2008年度 スポーツ安全保険に

！～加入しよう
スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボランテ

ィア・地域活動などを行う５名以上の団体を対象と

した、傷害保険と賠償責任保険及び見舞金制度を組

み合わせたものです。

●保険内容（掛金は１人あたり年額）

【 】 、 （ ）、大人の団体 文化・ボランティア 地域活動 円500

（ ）、 （ ）老人クラブなどの団体 円 スポーツ活動 円800 1500

【子どもの団体】中学生以上の子ども及びスポーツ活動

（ ）、 （ ）、を行わない大人 円 中学生以下の子ども 円500 1050

1000 1500子どもと一緒にスポーツ活動を行う大人（ 円、

円）

●保険期間 平成 年４月１日～平成 年３月 日20 21 31

●対象事故 団体活動中とその往復中の事故

TEL 72-0113●申 込 先 町教育委員会 社会教育課

＊平成 年度より、インターネットからの加入受付を開20

http://www.sportsanzen.org始しています。アドレス

登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す



 
 
 
 
 
 
 

☆ こんな方におすすめです！！ 
・転びやすく足が弱ってきたと気になる方 

・ 年をとったら足腰が弱くなるのは仕方がないとあきらめている方 
◆実施期間：平成２０年５月～平成２１年３月まで  

月２回（概ね第２・４木曜日）  
◆実施内容：健康運動指導士等の指導による筋力向上トレーニング 

～楽しく運動しながら筋力向上を図ります～ 
◆対象者：瀬戸内町在住で概ね７０歳以上の方 
◆募集定員：２０名程度 

 
 
 

 

  

 
 
 
島唄・島踊り健康づくりグループが自主活動として、高齢者向けの教室を開催します。 

 
◆ 実施期間：平成２０年５月～平成２１年３月まで  月１回（水曜日） 
◆ 実施内容：島唄を使った体操や踊りをしながら、楽しく体を動かします。             

◆ 対象者：瀬戸内町在住で概ね７０歳以上の方 
 

 

申し込み先：瀬戸内町役場 保健福祉課 地域支援係 

         《 瀬戸内町地域包括支援センター 》 

電話 ７２－１１５３ 担当：竹島・林 

           



キリトリ線 キリトリ線 　 　 キリトリ線

参加率予想
クイズ♪!

予想参加率を記入してください。

□□．□％
※少数点第１位まで記入

  事前登録・実施報告をすると、この用紙１枚につき１口、電話の
場合は、１件につき１口応募できますので、当日の予想参加率を
記入（電話の方は申告）して、ご応募下さい。正解者には、みやこ
町の特産物などをさしあげます。なお、発表は後日直接お知らせ
します。
※今年の基準人口は８，２３１人（Ｈ２０．２／１付・古仁屋地区）
※今回の目標は６１％です。

会 場 時 間

町内

古仁屋中学校体育館

清水公園陸上競技場

清水公園陸上競技場

古仁屋高校体育館

清水公園庭球場

清水公園庭球場

古仁屋小学校グラウンド

清水公園総合体育館

清水公園総合体育館

せとうち物産館

せとうち物産館

19:30～20:30

14:00～15:00

調整中

清水公園陸上競技場 9:00～12:00

19:00～21:00

19:00～21:00

19:00～21:00

19:00～21:00

清水公園総合体育館

古仁屋小学校体育館

19:00～21:00

19:00～21:00

清水公園総合体育館

綱引き大会

爽快！バッティングマシーン！

バスケットボール教室

バドミントン教室

健康相談コーナー

スポーツキッズ

ソフトテニス教室

テニス教室

サッカー教室

種 目

グラウンド・ゴルフ大会

ウォーキング

いきいき健康体操教室

エアロビクス教室

ピンポン教室

ソフトボールサークル

ソフトバレーサークル

19:00～21:00

19:00～21:00

19:00～21:00

19:00～21:00

19:00～21:00

19:00～21:00

　　：　　 　～　　　：　　

スポーツに限らず、ストレッチやウォーキン
グ、掃除や自転車での買い物など、１５分
間以上体を動かすことであればOK！

住所

実施時間

代表者名（個人・家族の場合は不要）名称（個人の氏名・学校・企業・町内会等）

電話番号

実施場所

　　　

実施内容

実施（予定）人員

人

事前登録・実施報告は

　瀬戸内町は、今年度、総合型地域スポーツクラブ「せとうち満天クラブ」設立を記念して古仁屋地区を
モデル地区に指定し、『笑おうみんなで　楽しもうスポーツ』をテーマにチャレンジデーに挑戦します。町
民の皆様の習慣的・継続的な健康づくり・コミュニティーづくりを進める目的で行います。
　健康を意識して、続けて１５分間以上の運動をすることによって、運動不足のない瀬戸内町をめざし、
皆さんの健康づくりのきっかけとしてください。

　
　　　　　　　　　チャレンジＢＯＸに

　　　　　　　　　　用紙を入れる

　　　　　　　　チャレンジＢＯＸ設置施設

　
役場１階ロビー，中央公民館，清水総合体育
館，図書館・郷土館，鹿児島銀行，奄美信用組
合，奄美信用金庫，古仁屋郵便局，海の駅
　
※各施設の開館日・時間内とし、指定の用紙へ
の記入による登録のみとします。

　　　　　　　　　　 ＦＡＸで送付する。
　　　　　　　　（２４時間受付）
　　　　　　　　　０９９７－７２－３４３４
　　　　　　　　 電話する
　　　　　　　　（5/28のみ0:00～21:30）
　　　　　　　　　０９９７－７２－０１１３

　チャレンジデーは、毎年５月最終日に世界各地で
実施されているスポーツイベント。人口規模がほぼ
同じ自治体同士で午前０時から午後９時までの間に
１５分間以上継続して運動やスポーツを行った住民
の参加率（％）を競い合い、敗れた場合は対戦相手
の自治体の旗を庁舎のメインポールに１週間掲げる
というルールによって行われています。

　年齢に関わらず誰でも参加できます。町外の方で
も古仁屋地区内で運動すれば参加できます。

　午前０時から午後９時までの間で１５分間以上

　自宅や職場、学校、公共施設、広場など

　事前に登録し、当日（５月２８日）１５分間以上
の運動やスポーツをして報告するだけで参加で
きます。

　当日までに古仁屋地区内に置かれているチャ
レンジBOX（回収箱）に登録用紙を入れるか、ま
たはファックスか電話報告で事前登録をしてくだ
さい。当日、変更がなければ連絡の必要はあり
ません。事前登録できなかった場合は、当日実
施報告をしてください。 　５月１日（木）～２７日（火）

当日は、次のようなイベントにも参加することができます♪

【問い合わせ先】
　　チャレンジデー２００８実行委員会事務局
　　瀬戸内町教育委員会  社会教育課内

　　TEL ７２－０１１３　　FAX　７２－３４３４

２００７

参加率



広報せとうち（ ）

【
受
験
資
格
】

昭
和

年
４
月
２
日
〜
平
成
３

62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

【
試
験
区
分
】

一
般
事
務
、
電
気
、
機
械
、

土
木
、
建
築

【
試
験
の
程
度
】

高
校
卒
業
程
度

【
申
込
書
配
布
開
始
日
】

５
月

日
（
月
）

19

【
受
付
期
間
】

７
月
１
日
（
火
）
〜

７
月

日
（
木
）

17

【
第
１
次
試
験
日
】

９
月

日
（
日
）

28

【
第
１
次
合
格
発
表
】

月

日
（
金
）

10

17

【
第
２
次
試
験
日
】

月
下
旬

10

【
最
終
合
格
者
発
表
日
】

月

日
（
金
）

11

14

【

】

受
験
案
内
・
申
込
用
紙
請
求
先

九
州
防
衛
局
総
務
部

総
務
課
人
事
係

〒
８
１
２
ー
０
０
１
３

福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
２-

-10
7

℡
０
９
２
（
４
８
３
）
８
８
１
５

防
衛
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
)

〜
山
畑
君
の
炊
飯
器
が
実
用
新
案
登
録
〜

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
炊
事
の
手
助

け
に
な
れ
ば
と
孫
の
山
畑
海
人
君

（
古
仁
屋
小
５
年
）
が
考
案
し
た

炊
飯
器
が
、
こ
の
た
び
特
許
庁
の

実
用
新
案
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
海
人
君
が
、
手
の
不

自
由
な
祖
母
が
炊
飯
器
の
使
用
に

苦
労
し
て
い
る
の
を
見
て
思
い
つ

い
た
も
の
で
、
内
釜
を
片
手
で
取

り
出
せ
る
よ
う
に
、
半
円
弧
状
に

折
り
た
た
み
可
能
な
取
っ
手
を
つ

け
た
実
用
的
な
家
庭
用
炊
飯
器
で

す
。
３
月

日
、
報
告
に
訪
れ
た

12

海
人
君
は
「
み
ん
な
が
喜
ん
で
く

れ
て
嬉
し
い
で
す
」
と
感
想
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

〜

人
が
瀬
田
奨
学
生
に
認
証
〜

30３
月

日

「
瀬
戸
内
町
名
誉
町
民

、

24

『
瀬
田
良
一
』
教
育
振
興
人
材
育
成

基
金
条
例
」
に
基
づ
く
人
材
育
成
奨

学
生
に
古
仁
屋
高
校
生

人
が
認
証

30

さ
れ
、
物
産
館
で
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

５
年
目
を
迎
え
、
今
年
で
最
後
と

な
る
奨
学
生
の
認
定
証
交
付
を
受
け

た
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た

そ
の
中
で

部

。

、「

活
と
学
業
を
両
立
さ
せ
、
学
校
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
た
い

「
教
師
や

」

保
育
士
、
国
立
大
学
合
格
を
目
指
し

た
い
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を
誓

っ
て
い
ま
し
た
。

防
衛
省
職
員
（
Ⅲ
種
）

採
用
試
験
に
つ
い
て

漁協

公園

海幸橋

千鳥橋

渚橋
瀬戸内漁協

倉庫

大

島

石

油

㈱

倉庫

森

林

組

合

有

村

商

事

㈱

給

油

所

味

甚

仲

村
屋

久

原

ビ

ル

㈲

フ

ク

イ

福

の

屋

ジ

ュ

リ

ー

美

容

室

ぱ

れ

っ

と
㈲登電工

JA奄美瀬戸内支所

倉庫

高

田

電

気

　

　

　

　

ビ

ル

瀬戸内町役場建設課よりお知らせ

渚橋架替工事が完成し、平成２０年４月１日より、通行可能となりました。（注：以前のとおり一方通行）
皆様には、大変御迷惑をお掛けしたことをお詫びし、御協力に深く感謝申し上げます。
連絡・問い合わせ先⇒瀬戸内町役場建設課工務係　７２－１１１１（代）内線１０５

発
明
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
孝
行使いやすい炊飯器を考案した山畑海人君

自
分
の
夢
実
現
に
向
か
っ
て決意を新たにする瀬田奨学生 人30



広報せとうち（ ）

〜
島
尾
さ
ん
家
族
３
人
の
墓
碑
設
置
〜

３
月

日
、
島
尾
敏
雄
さ
ん
、
ミ

26

ホ
夫
人
、
長
女
マ
ヤ
さ
ん
の
墓
碑
除

幕
・
納
骨
式
が
、
呑
之
浦
の
島
尾
敏

雄
文
学
碑
記
念
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
呑
之
浦
は
、
島
尾
文
学
の
原
点

と
な
っ
た
地
で
、
ミ
ホ
さ
ん
が
生
前
、

夫
と
共
に
葬
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ

思
い
出
の
地

「
親
子
の
愛
」
を
テ
ー

。

マ
に
し
た
墓
碑
は
、
池
地
出
身
の
彫

刻
家
・
栄
利
秋
さ
ん
に
よ
る
制
作
で
、

最
高
級
銘
石
と
さ
れ
る
庵
治
石
を
使

あ

じ

い

し

用
、
島
尾
さ
ん
家
族
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

両
親
が
子
ど
も
を
抱
き
し
め
る
姿
に

な
ぞ
ら
え
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ホ
夫
人
の
一
周
忌
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
た
除
幕
・
納
骨
式
に
は
地
元

住
民
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
島
尾
文
学

フ
ァ
ン
や
ゆ
か
り
の
人
々
が
参
列
し
、

祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。

〜
３
町
村
青
年
団
が
交
流
会
〜

３
月

日
、
瀬
戸
内
町
青
年
団
連

29

絡
協
議
会
（
柳
谷
昌
臣
会
長
）
の
呼

び
か
け
で
、
宇
検
村
や
大
和
村
の
青

年
団
と
の
交
流
会
が
、
清
水
運
動
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
情
報
交
換
と

相
互
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
交
流
会
に
は
、
３
団
体
か
ら
40

人
が
参
加
、
赤
・
白
・
青
の
３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

キ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
４
種
目
を
行
い
、

総
合
得
点
で
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
各
町

村
代
表
者
に
よ
る
余
興
大
会
も
行
わ

れ
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
交
流
会
は
、

元
気
な
大
島
南
部
の
青
年
団
連
携
に

向
け
て
、
今
後
も
継
続
し
て
行
わ
れ

る
予
定
で
、
来
年
は
宇
検
村
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〜
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
も
期
待
〜

国
立
科
学
博
物
館
主
催
の
２
０
０

７
年
度
野
依
科
学
奨
励
賞
に
、
与
路

中
学
校
（
石
原
茂
仁
校
長
）
の
２
作

品
が
選
ば
れ
、
３
月

日
表
彰
式
が

27

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
０

１
年
の
野
依
良
治
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
受
賞
を
記
念
し
創
設
さ
れ
た

科
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
独
自
の
自
然

科
学
の
研
究
に
取
り
組
む
小
中
学
生

の
努
力
を
称
え
、
将
来
へ
の
期
待
を

込
め
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

与
路
中
学
校
か
ら
は
、
牟
田
典
丘

教
諭
の
指
導
の
下
、
研
究
実
験
を
重

ね
た
２
作
品
が
出
展
さ
れ
、
徳
永
奈

都
美
さ
ん
（
１
年
）
と
榮
海
帆
さ
ん

（
１
年
）
が
「
オ
ラ
ン
ダ
の
涙
を
科

」

、

（

）
、

学
す
る

を

石
原
雅
大
君

３
年

東
純
平
君

３
年

泰
綾
香
さ
ん

２

（

）
、

（

年
）
が
「

」
を
発

D
am

age
from

salt

表
、
い
ず
れ
も
全
国

組
の
中
か
ら

49

見
事
奨
励
賞
（

組
）
に
選
ば
れ
ま

13

し
た
。

「
オ
ラ
ン
ダ
の
涙
を
科
学
す
る
」

は
、
ガ
ラ
ス
棒
を
バ
ー
ナ
ー
で
熱
し

た
あ
と
、
片
栗
粉
入
れ
の
水
に
浸
け

る
と
、

パ
ー
セ
ン
ト
涙
の
形
の
ガ

100

ラ
ス
に
な
る
こ
と
を
、
牛
乳
や
油
な

ど
と
の
比
較
実
験
を
と
お
し
突
き
と

、「

」

、

め
た
研
究

は

D
am

age
from

salt

２
年
間
か
け
て
塩
害
の
ひ
ど
い
与
路

地
区
の
塩
分
濃
度
を
各
所
で
調
査
し
、

ど
の
地
点
で
作
物
を
育
て
る
の
が
良

い
か
を
研
究
し
た
も
の
で
す
。

４
月
４
日
、
５
人
は
受
賞
報
告
に

町
役
場
を
訪
れ
、
徳
永
奈
都
美
さ
ん

は
「
最
初
は
難
し
そ
う
だ
っ
た
が
、

や
っ
て
い
る
う
ち
に
楽
し
く
な
り
、

う
ま
く
で
き
ま
し
た

、
石
原
雅
大
君

」

は
「

箇
所
の
土
の
サ
ン
プ
ル
採
取

300

に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
研
究
の
楽

し
さ
を
覚
え
、
今
後
生
物
科
学
系
に

進
み
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

〜
小
学
校
に

、
人
82

中
学
校
に

が
新
入
学
〜

人
96

４
月
７
日
、
町
内
各
地
の
小
・
中

学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
し
い

制
服
に
身
を
包
み
、
緊
張
の
中
に
も

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新
入
生
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

古
仁
屋
小
学
校
で
は
、

の
新

人
58

１
年
生
が
在
校
生
に
迎
え
ら
れ
元
気

に
入
場
、
校
長
先
生
と
の
３
つ
の
約

束
（
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
子
、
自
分

の
事
は
自
分
で
で
き
る
子
、
交
通
安

全
に
気
を
つ
け
る
子
に
な
る
こ
と
）

を
交
わ
し
、
新
し
い
学
校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
内
で
は
小
学

校
に

人
、
中
学
校
に

の
新
入

人

82

96

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

聖
地
・
呑
之
浦
で
親
子
安
ら
か
にしめやかに行われた除幕式

大
島
南
部
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

親睦を深めた３町村青年団

野
依
科
学
奨
励
賞
に
与
路
中
２
作
品

の

よ

り

後
列
左
か
ら
東
君
、
石
原
君
、
前
列
左

か
ら
徳
永
さ
ん
、
榮
さ
ん
、
泰
さ
ん

元
気
い
っ
ぱ
い
、
夢
い
っ
ぱ
い人の新入生を迎えた古仁屋小学校の入学式58
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 ０８０－１５４０－３６１４ 
広報せとうち（ ）

〜
特
定
行
為
も
全
て
可
能
に
〜

大
島
地
区
消
防
組
合
瀬
戸
内
分
署

に
、
こ
の
た
び
本
町
初
と
な
る
高
規

格
救
急
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
の
救
急
車
よ
り
も
一
回
り
大
き
く
、

車
内
に
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

や
磁
気
式
防
震
ベ
ッ
ド
、
人
工
呼
吸

器
、
半
自
動
式
除
細
動
器
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど
が
配
備
さ
れ
、
救

急
救
命
士
の
で
き
る
特
定
行
為
が
全

て
で
き
る
仕
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
迅
速
な
応
急
処
置
が
可
能
に

な
り
、
救
急
隊
員
の
負
担
軽
減
に
も

繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住

所

平

纏

誠

阿
木
名

ま
と
い

中
島

志
の
ん

淳
弥

古
仁
屋

し

の

ん

ご
結
婚お

め
で
と
う

名

前

本

籍

安
田

喜
俊

古
仁
屋

當

千
晶

奄
美
市

保
岡
日
出
幸

網
野
子

森

茜

古

志

川
井

一
志

古
仁
屋

山
本

瞳

古
仁
屋

豊

賢
太
郎

小
名
瀬

平
田

清
佳

久

慈

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

長

田
豊

嘉

鉄

96

勝
島

ス
マ

油

井

85

田
原
マ
サ
エ

嘉

入

74

川
畑

武
吉

手

安

85

延

正
義

諸

鈍

95

金
井

圭
三

木

慈

88

長
岡

敏
文

西
阿
室

60

山
下
ウ
ト
ミ

勝

浦

89

月
分

香
典
返
し
（
社
協
へ
）
３

（
遺
族
）

（
故
人)

(

住
所)

葛
西

礼
子

清

水

嵩

妙
子

元

サ
ツ
エ

源
三

篠

川

岡
野
ミ
チ
エ

静
男

油

井

勝
島

俊
秀

ス
マ

油

井

川
畑
マ
ス
子

武
吉

手

安

長
岡

金
子

泰
三

西
阿
室

金
井

せ
つ

圭
三

宮

前

合
計

金
６
５
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
）

(

住
所)

奧
田

新
一

一
万
円

愛
知
県

入
学
、
就
職
、
異
動
・
・
・
こ
の

春
、
人
生
の
中
で
一
つ
の
大
き
な
「
選
択
」
を

し
た
人
（
強
い
ら
れ
た
人
？
）
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
偉
大
な
哲
学
者
な
ら
ず
と
も
、
日
々

の
「
選
択
」
の
積
み
重
ね
が
人
生
を
紡
い
で

つ
む

い
く
、
と
い
う
の
は
容
易
に
導
か
れ
る
テ
ー
ゼ

（
命
題
）
？
良
い
「
選
択
」
を
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
日
頃
の
「
考
え
方
」
が
大
切
で
、
そ
れ
が

「
言
葉
」
に
な
り

「
行
動
」
に
繋
が
り

「
習

、

、

慣
」
化
さ
れ
て

「
人
格
」
が
形
成
さ
れ
、
果

、

て
に
「
人
生
」
に
・
・
・
そ
ん
な
感
傷
に
も
浸

ら
せ
る

▼
昨
年
は
多
く
の
「

偽

」
が
世

春

い
つ
わ
り

を
騒
が
せ
た
。
ど
ん
な
ガ
リ
バ
ー
企
業
や
自
治

体
で
も
、
一
回
の
過
ち
で
廃
業
（
破
綻
）
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
も
。
食
品
か
ら
道
路
特
定
財

源
ま
で

「
選
択
」
に
厳
し
く
、
過
ち
を
許
さ

、

な
い
時
代
▼
瀬
戸
内
町
も
然
り
。
待
っ
た
な
し

、

、

の
財
政
状
況

前
途
に
は
公
共
下
水
道
を
始
め

ま
ち
を
揺
さ
ぶ
る
事
業
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。

ベ
タ
ー
・
チ
ョ
イ
ス
・
フ
ォ
ー
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー

（b
e
tte
r
c
h
o
ic
e
fo
r
to
m
o
rro
w

。）

明
日
の
た
め
に
よ
り
良
き
「
選
択
」
を
。
困
難

の
先
に
祝
福
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
町
民
一
人

一
人
の
ベ
タ
ー
な
「
選
択
」
の
積
み
重
ね
で
、

も
っ
と
良
い
ま
ち
へ
。
い
や
、
謙
虚
に
、
ま
ず

は
「
沈
ま
な
い
」
ま
ち
を
▼
広
報
紙
に
携
わ
る

の
も
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
、

カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
、
ま
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
通
し
て
、
違
う
角
度
か
ら
瀬

戸
内
の
自
然
や
人
を
見
つ
め
、
幾
度
も
細
胞
が

「
共
鳴
」
す
る
感
動
を
得
た
こ
と

「
ま
ち
」

、

を
再
発
見
し
、
も
っ
と
「
誇
り
」
に
思
え
た
こ

と
・
・
・
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は３月に届出の

、あった分のうち

希望者のみを掲

載しています。

戸
籍
の
窓

初
の
高
規
格
救
急
車
配
備
！本町に初めて配備された高規格消防車充実の車内設備

瀬戸内町営農支援センター

研修生募集

研修期間： 年６月から２年間20

申込期間：５月２０日まで

お問合せ：町農林課農政係( )72 1174－

第 回男の料理教室2
日 時：５月 日(日)９時～18
会 費：５００円

( － )お問合せ：町保健福祉課 72 1122


